
  

  

 

 

 

 

 

 

 

                        

みなかみで現地実行委員会開かれる 

 第 2 回現地実行委員会が 3 月 27 日一泊で、交流会の会場になる「水上館」で開催されました。

当日は斎藤実行委員長が久しぶりに元気な姿をみせてくれました。正月の事故以来体調が思わしく

ないといううわさが広まっていましたが、力強いあいさつをいただき安心しました。 

実行委員会では、これまでの取り組み状況を確認し、館内を見て回り当日の受け入れ態勢など、

それぞれがイメージを膨らませて討論しました。 

 関東ブロックの目標 116 名は、この時点で 70 名が集約されました。「あかぎ地域友の会」では

「会員一人ひとりが奥さんも一緒に参加しようと呼びかけているが、そこまでしなくてもいいので

は」とか第一学習会で議論されている様子が報告されました。そして、分散会の参加が「いやだ」

という仲間が多くいることも明らかになりました。とにかく分散会に参加できない人は参加申込書

の「分散会の欄」に「×」を入れることで免除されるし、関東は会場に近いのだから家族も含め日

帰りでもいいから一人でも多くの参加者を連れてこようと確認されました。 

現地実行委員会に一任されている文化交流会のプロローグは結論が出ませんでした。和太鼓、八

木節、だんべい踊り等々の案は出たのですが、演技者

の問題がクリアできず持ち越すことになりました。 

関東の文化発表は、寸劇「したたかに闘う労働者」

に決まりました。統一地方選を控えシナリオの詰めも

配役人もこれからという状況です。役割分担を決め、

本番まで少なくも 3 回は練習日程を組もうと確認し

ました。 

「水上館」は古くからの温泉ホテルで、建物は決し

て新しくはありませんが、施設は整っています。料理

はそれなりですが、露天風呂からの利根川渓流の眺め

は逸品です。全国の仲間にぜひ見ていただきたいもの

です。 

現地実行委員会事務局長 清水保美

２０１５年５月  ＮＯ. ２ 

第２０回労働大学まなぶ友の会 

全国交流集会現地実行委員会 

発行責任者：齋籐 清 編集者：清水保美 

 

通信 

たくみの里  
Tel：0278-20-6111 

 会場近くの観光スポ 

ットです。自然いっぱ 

いの里に点在する各工 

房で、わら、竹、木工 

など様々な「たくみ」 

に触れ、様々な体験が 

出来るたくみの里めぐ 

りが楽しめます。 

 蕎麦打ち体験などいかがですか。 

「水上館」に集まった現地実行委員 

（全体会場になる「谷川」前にて） 

ホテルから谷川連峰を望む 
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東京ブロック 斉藤邦彦 

 

1996 年、東京ホテル海洋で第 1 回全国交流

集会を開いてから、今年は２０回目の開催に

なります。早いものです。 

 東京ブロックは、先のブロック会議で 108

名＋1 名の参加目標を立てました。この目標

の達成に向け、第一学習会で討論を重ねてい

ます。文化交流集会では寸劇を発表すべく、

準備に入りました。全国の会員の力を結集

し、記念集会を成功させましょう。 

 

 

 

 

 

 

私達の友の会は、今夏の全国交流集会で発

表予定の友の会報告に向け、現在、準備を進

めています。素案を友の会や幹事会の中で検

討し、不十分な点の討論と加筆を重ねている

ところです。 

作業の繰り返しの中で、報告することの大

変さと任務の重さを改めて感じています。 

私達の職場における近年の様々な合理化

攻撃、組合強化、仲間作り、学習会の運営な

どの課題に、友の会や個人として、どのよう

な意識をもち取り組んできたのか、あるいは

取り組めたのか、その不十分さや弱さを突き

付けられている感じがしています。 

発表までには、まだまだ討論と修正が必要

と思われます。その作業は、成果の確認ばか

りでなく、弱さや不十分さに向き合わねばな

らないつらい面もあろうかと思います。友の

会として、あるいは個人としての弱さや不十

分さに向き合うことで、その克服への一歩を

踏み出す機会としたいと考えます。 

 

中間総括を持ち寄ろう！ 
友の会報告へ向けて 

('_`") ﾄﾎﾎﾉﾎ  苦労しています 

コロニー友の会 

 

お 知 ら せ 

 第一次集約は5月16日の県代表者会議

最終集約は、6月 20日 

 まなぶ合唱団課題曲を HPへアップ 

花は咲く・しゃれこうべのうた 

（労働大学 HPに楽譜・YouTube有） 

http://rodai.net/ 

近畿ブロック 

友の会集中オルグを通して参加者集約 

兵庫県協は、毎年一月に、労働大学近畿支局
と共催で「新春旗開き」を開催し、２月から
３月にかけて、「友の会集中オルグ」を実施
しています。内容は、①『月刊まなぶ』の取
り扱い状況と拡大に向けた取り組み、②県協
議案の「意義と課題」の読み合わせ、③職場
と生活、学習会の現状、④学習会の再開強化、
年間方針、⑤財政、⑥県協ニュース、『月刊
まなぶ』への投稿、⑦諸活動への参加、⑧そ
の他についてです。今年は昨年より、若干実
施友の会が増えてきましたが、全体の６６％
でした。開店休業の友の会の再開が課題で
す。全国交流集会の参加者は現在７名です。
もう少し増やしたいと思っています。 


